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研究成果の概要（和文）：本研究では、オントロジーを用いた地域づくりにおける知識継承・移転支援システムを構築
することを目的とした。まず、持続可能性を領域とするオントロジーを基礎に、「社会－生態システムの存在論的枠組
み」を反映したオントロジーを構築した。次に、高島市での地域の仕事づくりの円卓会議事例、木津川市での里山活動
事例からテキスト情報を抽出して、コード化した。得られたコード・データを束ね、概念として定義した後、これを構
築したオントロジーの下位概念に組み入れた。この作業により、再利用可能知識と地域特性知識とを区分した。最後に
、両事例のWebサイトを、構築したオントロジーを介して連携させることで、事例間接続を行った。

研究成果の概要（英文）：This study aims at constructing the supporting system for knowledge transfer and 
inheritance by means of ontology. First, I constructed the ontology reflected by the ontological 
framework of the social-ecological systems based on the sustainability science ontology. Second, I 
encoded the text information extracted from both the case of the round table on local business 
development in Takashima City and the case of the Satoyama activity in Kizugawa City. Third, I organized 
the encoded data as class concepts, and incorporated these concepts into the subclass of the constructed 
ontology. This work realized the explicit distinction between the reusable knowledge and the area 
characteristic knowledge. Finally, I implemented the website linkage between these cases through the 
constructed ontology.

研究分野： 環境計画論、地域情報学

キーワード： 地域づくり　持続可能性　社会－生態システム　知識移転　知識継承　オントロジー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
産業と居住の両面において流動性が高ま

っている中、地域を持続的に運営していくに
は、どのような枠組みが必要なのだろうか。
この状況下、地域で脈々と受け継がれてきた
知識は、継承の機会を損ないつつある。たと
えば、自然資源の利用・管理の技術・知恵、
祭礼の手順、歴史伝承等の知識である。一方
で、地域運営の現場では、資源（食料・水、
エネルギー資源）不足、気候変動、生物多様
性減少等に伴う地球規模のリスクへの対策
を含むことが求められている。このような条
件を踏まえた地域資源の活用方法が、現在各
地で多主体協働により検討され、活用実践の
経験が蓄積されつつある。 
ところが、モデルケースを他の地域に適用

する場合であっても、導入にあたっては困難
を伴う。成功事例であっても気候・生物群集
などの自然的特性や産業・民生構造などの社
会的特性の違いにより、直接的に参考にしに
くいと見られる場合が考えられる。特に、外
国での取り組みは、制度及び制度を支える背
景が異なるために、これに該当する。このよ
うな課題を克服するには、外部から導入可能
な知識を確実に把握するための仕掛けが必
要である。 
では、地域運営と地球規模の持続可能性を

確保しながら、地域で蓄積された知識の確実
な継承を実現するには、どのような方法論が
必要なのか。これが、本研究の問題意識であ
る。本研究では、地域で蓄積された知識と同
時代的な地域づくりの知識を統合的に扱う
ことに焦点を当てる（図１）。 
地域に蓄積された知識を統合してガバナ

ンスにフィードバックする方法論の構築に
向け、フィールド情報の組織化研究が、国内
外で取り組まれつつある。Ostrom（2007；
2009）は、地域の持続可能な社会－生態系
（social-ecological systems: SESs）を記
述するための存在論的なフレームワーク（以
下、SESs フレームワーク）を提示している。
これを基礎に、知識の継承・移転に利用する
ための仕掛けとして、本研究では、とくに計
算機の利用に着目する。計算機が処理できる
形式の知識であれば、Web を介しての知識共
有・移転を実現できることに加え、これまで
暗黙的なものとして処理されてきた知識を
明示しながら思考できるからである。 
以上を踏まえ本研究では、地域にとっての

最良の実施計画の立案を支援するにあたり、
「知識の継承と移転」を志向した支援システ
ムの構築に着目する。このなかで本研究は、
「オントロジー工学」の理論に可能な限り厳
密に従った「オントロジー」を提供する。オ
ントロジーとは、元々、哲学の用語で、「存
在に関する体系的な理論」のことであり、オ
ントロジー工学は、これを計算機が理解可能
な形式で表現することで工学的に応用して
いこうとする知識工学の手法である。 
 

 
 
 
 
 
 

 
図１ 研究の対象 

 
２．研究の目的 
本研究は、オントロジーを用いた地域づく

りにおける知識継承・移転支援システム（以
下、本システム）を構築することを目的とす
る。以下、明らかにする点である。 
Ⅰ. 地域で蓄積された知識が次代に継承され
ている事例の探索と状況の把握を行う。 
Ⅱ. 事例の状況情報をコード化し、計算機上
へ記述するためのデータセットを作成する。 
Ⅲ. 選定事例の中で、どの知識が再利用可能
で、どの知識が地域の条件に依存した知識か
を示す。 
Ⅳ. Web 仕様の実装をし、知識の継承・移転シ
ステムに実現性があるかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究の手順 
オントロジーを用いた地域づくりにおけ

る知識移転・継承支援システムの構築に向け
て、入力と実装の二段階で構築作業を実施す
る。入力段階では、①オントロジー構築、②
フィールド調査、③データセット作成を行う。
実装段階では、④データセットとオントロジ
ーとの接続、⑤Web 仕様への実装を行う。な
お、④の結果として、再使用可能な知識、地
域特性を表現する知識を明示する。 
今回は、プロトタイプを構築することを通

じて、支援システムの全体スキームを提示す
ることに主眼を置いている。このため、オン
トロジー及び支援システムの評価実験は、プ
ロトタイプとしての提示を許容できるかど
うかを判断するのに必要な作業にとどめる。
②の進行に従ってデータセット、オントロジ
ーは更新され得る。 
 
(2) オントロジーの設計方針 
 Ostrom による SESs フレームワークをオン
トロジー工学の理論に基づいて記述する。オ
ントロジーは、Kumazawa et al.（2014）に
よるサステイナビリティ・サイエンス
（Sustainability Science：SS）のオントロ
ジー（以下、SS オントロジー）を基礎に置く。 
SS オントロジーの実装では，対象領域に関

する知識と問題解決の知識という二つの概
念世界に分かれる。SESs フレームワークの
概念については、前者の最上位概念である
domain concept（共通世界）の下位概念とし
て設計していく（図２）。設計は,上位オント
ロジーの YAMATO（溝口（2012））に基づいて
行う。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ SS オントロジーにおける domain 

concept（共通世界）の下位概念 
 
(3) フィールド調査の対象事例 
調査対象は、申請時には「集落」としてい

たが、調査の過程で、知識の移転は、空間と
テーマの両面においてより広範なコミュニ
ティ間で行われることが把握された。そこで、
調査対象を、市町村を地区単位で分割した程
度の空間規模で議論する事例（滋賀県高島
市）と特定の地区で複数のテーマ型コミュニ
ティ活動している事例（京都府木津川市・学
研木津北地区での里山活動）、さらに、地域
の伝統的な知識を次代に継承しつつ、地域づ
くりに活用している事例として、石川県能登
半島地域を調査対象とした。 
ただし、石川県能登半島地域の事例につい

ては、知識の継承の基本的な流れと課題を把
握することで、高島市、木津川市事例におけ
る知識継承のメカニズムを記述するための
基礎的知見とするにとどめ、この事例のオン
トロジーへの反映は、今後の課題とすること
とした。 
 
４．研究成果 
(1) 地域の持続可能性を領域にもつオント
ロジーの構築 
① SS-SESs オントロジーの構築 
 今回構築するオントロジーの基本構造と
するのは、研究代表者らが構築してきた SS
オントロジーである。これを基本構造としな
がら、SESs フレームワークを反映したオント
ロジー（SS-SESs オントロジー）の設計を行
った。具体的には、SESs フレームワークの項
目を反映した概念を定義することでオント
ロジーを構築していった（図３）。その結果、
たとえば、SESs のスロットを参照することに
よって SESs フレームワークをトレースでき
ることが確認された（図４）。 
SESs フレームワークで提示された項目の

多くは、object（もの）、occurrent（生起物）
の下位概念として定義できた。また、YAMATO
に従って、domain concept の下位概念に
dependent entity（従属的実在物）を加え、
該当する項目を下位概念として定義した。以
上の過程を経て構築されたツリー構造を図
５（紙面の都合で次頁）に示す。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ system とその下位概念を定義した例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ SESs の定義とその参照関係 

 
② オントロジーを用いた項目間関係の検討 
SS-SESs オントロジーを用いて項目間関係

を検討したところ、SESs フレームワークの
項目間で、同じ階層関係で示された項目であ
っ て も 、 is-a 関 係 に あ る 場 合 と
part/attribute-of 関係にある場合とがある
ことが示された（図６）。このように、オン
トロジーを介することで、SESs フレームワ
ークで提示された項目のうち同じ階層関係
で示された項目であっても、意味的には異な
る関係にある場合があることが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ is-a 関係と part/attribute-of 関係が
異なる場合（governance system の例） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ SS-SESs オントロジーのツリー構造 

 
(2) フィールド調査 
① 知識継承のメカニズムを記述するための
基礎調査（石川県能登半島地域） 
石川県能登半島の地域資源を扱った資料

の収集、石川県能登半島地域で農業等を継承
し、現在の状況に適応しながら特徴的な取り
組みを進めている若手農業従事者等への聞
き取り調査等を通して、地域で蓄積された知
識の継承状況を把握した。これらの作業を通
して、知識継承のメカニズムを記述するため
の基礎的知見を整理した。 
 
 

② 地域コミュニティ事例（滋賀県高島市） 
平成 26 年度「たかしま・未来・円卓会議」

（主催：たかしま市民協働交流センター；全
5 回）への運営に携わりながら実施した。た
かしま・未来・円卓会議は、地域資源を活か
した持続可能な「地域の仕事づくり」をめざ
して、参加者とともにテーマを選び、「小さ
なビジネスの種」を見つけ、具体化する企画
である。このなかで、研究代表者は、構築し
た SS-SESs オントロジー（概念：再利用可能
知識）と円卓会議でのグループワーク等から
抽出された知識情報（個物：地域特性知識）
とを統合する作業を行い、円卓会議で顕在化
したイシューを整理した。 
 
③ テーマコミュニティ事例（京都府木津川
市・学研木津北地区での里山活動） 
 平成 22 年制定の「地域における多様な主
体の連携による生物の多様性の保全のため
の活動の促進等に関する法律（生物多様性地
域連携促進法）」に基づく「生物多様性木津
川市地域連携保全活動計画」の策定にあたり、
木津川市地域連携保全活動協議会が設置さ
れたが、活動の現場の担い手間で情報を共有
し、より多くの意見を把握するための機会と
して、平成 24 年度から 25 年度にかけて、活
動団体が参加する連続ワークショップ（全 6
回）が設けられた。研究代表者は、本ワーク
ショップ（以下、ＷＳ）の講師として参画し、
ＷＳの企画・運営を支援した。 
 ＷＳの最終到達点は、現場の担い手による
意見提供であり、計画の進行管理を行うため
の「生物多様性木津川市地域連携保全活動応
援団」の設立にあったが、それまでの作業と
して、活動団体による活動目標と成果指標の
作成、計画全体の短期目標（3～5年後）と長
期目標（10・20 年後）の作成、目標達成のた
めの課題と解決のための行動指針の作成の
三つを行った。 
 平成 26 年 2 月の本計画の策定後、各活動
団体のメンバーにインタビュー調査を実施
した。その後、実際に各活動団体の活動に参
加し、参与観察を行った。これの作業を通し
て、各団体が提案した目標・指標・方針が、
実際にどのような内容・状況を指しているの
か、どのような文脈・背景で行われているか、
提案された目標・指標・方針が活動団体にと
ってどのような意味をもつのかを把握した。 
 
(3) データセット作成 
① 滋賀県高島市・円卓会議事例 
平成 26 年度「たかしま・未来・円卓会議」

事例から、地域づくり活動にかかわるテキス
ト情報（個物（インスタンス））を抽出し、
キーワード分解によるコード化を行った。 
コード化への流れとしては、まず、円卓会

議では、数名ごとのグループに分かれ、グル
ープごとに模造紙に課題や意見を書き込ん
だ（図７）。今回は、その模造紙からのキー
ワード及びおおよその関係の抽出を行った。



関係の抽出にあたっては、模造紙の記述を文
の形にすることとし、複数の模造紙で出てき
た語彙,関係を「主語」「述語」「目的語」で
分けることによって、コード化した（図８）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図７ 第２回円卓会議のグループワークで

のある班の成果物 
 
 
 
 
 
 

 
図８ 模造紙の記述を「文」の形にする 

 
② 京都府木津川市・里山活動事例 
平成 24・25 年度の連続ワークショップの

中で示された各活動団体の活動目標と成果
指標の項目（図９）から、テーマ型活動にか
かわるテキスト情報（個物（インスタンス））
を抽出し、キーワード分解によるコード化を
行った。分解は、これらの項目が有する文脈
ができるだけ損なわれないように行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図９ 提案された活動目標と成果指標の例
（下部にSS-SESsオントロジーに組み込んだ

際の扱いを記載） 
 
(4) データセットとオントロジーの接続 
再利用可能知識（概念（クラス））と地域

特性知識（個物（インスタンス））との接続
を行った。 
接続の手順として、まず、高島市、木津川

市両事例について、(3)でのコード化の結果
得られたデータセットについて、セット中の
コード・データ（個物（インスタンス））を
束ね、概念（クラス）として定義した。黄色

いボックスは概念（クラス）を、青いボック
スは個物（インスタンス）を意味する（図９）。
これにより、再利用可能知識（概念（クラス））
と地域特性知識（個物（インスタンス））を
明示的に区別した上で体系化することがで
きた。 
次に、コード・データを束ねた結果得られ

た概念（クラス）を SS-SESs オントロジーの
下位概念に組み入れた。たとえば、木津川市
の事例では、図９に示したように、活動目標
に相当する概念を goal の下位概念で、成果
指標は solution の下位概念で定義した。以
上の作業を通して、高島市、木津川市両事例 
の中で、どの知識が再利用可能で、どの知識
が地域の条件に依存した知識かを、設計した
SS-SESs オントロジーに基づいて明示的に区
分した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１０ 再利用可能知識（概念（クラス））
と地域特性知識（個物（インスタンス））と

の接続の明示 
 
(5) Web 仕様への実装 
①  関連する Webサイト等の URIの収集・RDF
モデル構築 
高島市、木津川市両事例の知識継承・移転
支援情報に相当する URI を記述し、RDF モデ
ルを構築した。この作業により事例間接続を
実現した。 
 
②  RDF モデルとオントロジーの統合作業：
オントロジー開発環境である「法造」を用い
て、RDF 相当部分とオントロジー相当部分を
統合的に記述した。 
 
③ Web サイト・SPARQL 検索システムの作成・
実現性評価 
SPARQL Endpoint 構築のためのソフトウェ

アである Fuseki を用いて SPARQL 検索をでき
る環境を整備した後、古崎晃司・大阪大学産
業科学研究所准教授が開発した「オントロジ
ー探索ツールの Web 版」を元に、①、②を統
合したWeb仕様のツールを作成した（図１１）。
これにより、Linked Data 化を実現した。 



実現性評価では、オントロジーを介した事
例間接続を通して、他地域・他分野での類似
の取り組みを明示することにより、地域内、
対象課題の分野内だけでは想起されにくい
アイデアを導入しやすくなるとともに, よ
り具体的な議論ができることが示唆された。
以上の結果から、知識継承・移転ツールとし
ての発展可能性を示した。その一方で、オン
トロジー構築の負荷軽減と手順づくりが課
題として示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１１ Web 実装下での事例間接続の例（高

島市事例と木津川市事例） 
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